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平成22年度 定時総会を開催

平成２１年度事業報告並びに同収支決算について

平成２１年度事業報告

【はじめに】

平成２１年度は、技士会単独の講習会を８つの

テーマで開催したほか、事業の柱の一つとして、

�東京建設業協会と共同により、若年技術者に重

点を置いた研修会を４回、経営者向けの研修会を

１回実施いたしました。

また、安全で快適な暮らしを支える土木技術へ

の理解促進を図るため、「建設技術展示会」を昨

年度に続いて共催いたしました。さらに、会員会

社が施工する都市土木工事現場を２ケ所視察し、

土木技術者の技術力向上の支援に努めました。

このほか、異業種他分野の施設見学として、本

田技研工業�埼玉製作所の視察をはじめ、機関誌

『DOBOKU技士会 東京』と建設業に働く若者た

ちへのメッセージ集『YŌKOSO（ようこそ）』を発

行いたしました。

【事業概要】

〈１〉技術力の維持・向上に関する事業

� 各種研修会・講習会の実施

� 若年技術者等を対象とする研修会（共催）
●新入社員研修会
●プレゼンテーション研修会
●新入社員半年フォロー研修会
●若手社員３～５年次フォロー研修会

� 直前受験準備講習会

（１級土木施工管理技術検定学科試験）

●夜間６日間コース
●昼間３日間コース

� 現場代理人を目指す技術者の基礎的な技能

習得のための講習会
●コンクリート施工技術講習会
●現場管理スキルアップ講習会
●仮設構造物の設計講習会
●若年技術者育成のための指導者講習会

� 土木施工管理技士として総合的な技能習得

のための講習会
●安全管理講習会
●環境管理講習会
●建設業の CSRと現場のリスク管理講習会

� 経営者向け研修会（共催）
●コンプライアンスセミナー

� 土木工事現場視察の実施
●京王線調布駅付近連続立体交差工事
●首都高川崎縦貫線トンネル工事

〈２〉信頼回復と社会的地位の向上に関する事業

� 安全で快適な東京を支える土木技術の PR
● 建設技術展示会（共催）

� 異業種他分野等各種施設の視察
●本田技研工業�埼玉製作所

去る５月１７日、平成２２年度定時総会を明治記念館（港区元赤坂）において開催しました。

当日は、平成２１年度事業報告並びに同収支決算、平成２２年度事業計画並びに同収支予算について承認い

ただくとともに、任期満了に伴う役員改選の結果、新役員の方々を選任しました。

また、議事終了後、優良技術者表彰式（２６頁）を執り行いましたので、その概要を報告します。
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収入の部 （単位：円）

勘定科目
予 算 額 決 算 額 差 異

大 科 目

会 費 収 入 ３１，９４０，０００ ３２，５８４，８００ △６４４，８００

入 会 金 収 入 ３００，０００ １７２，０００ １２８，０００

事 業 収 入 ３，０００，０００ ３，５１８，２００ △５１８，２００

雑 収 入 １００，０００ ９４，２１１ ５，７８９

当 期 収 入 合 計 � ３５，３４０，０００ ３６，３６９，２１１ △１，０２９，２１１

前期繰越収支差額 １６，５００，０００ １６，４８６，７５０ １３，２５０

収 入 合 計 � ５１，８４０，０００ ５２，８５５，９６１ △１，０１５，９６１

（△印は収入増）

支出の部 （単位：円）

勘定科目
予 算 額 決 算 額 差 異

大 科 目

事 業 費 ２７，０４０，０００ ２６，７７９，１４８ ２６０，８５２

管 理 費 ７，３００，０００ ７，０５４，８８７ ２４５，１１３

引当預金支出 １，０００，０００ １，０００，０００ ０

積立預金支出 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０

予 備 費 １，０００，０００ ０ １，０００，０００

当 期 支 出 合 計 � ３８，３４０，０００ ３６，８３４，０３５ １，５０５，９６５

当期収支差額�－� △３，０００，０００ △４６４，８２４ △２，５３５，１７６

次期繰越収支差額�－� １３，５００，０００ １６，０２１，９２６ △２，５２１，９２６

�－積立預金支出＝�ア ３４，８３４，０３５
�－�ア＝実質的な当期収支差額 １，５３５，１７６

［平成２１年度収支計算書］

〈３〉広報事業

� 機関誌『DOBOKU技士会 東京』の発行

� 『YŌKOSO（ようこそ）』の発行

� 土木施工管理に関する情報収集及び提供

〈４〉調査研究

� 事業運営に必要な各種調査の実施

〈５〉表 彰

� 優良技術者表彰の実施

� �全国土木施工管理技士会連合会表彰への推薦

平成２２年度事業計画並びに同収支予算について

平成２２年度事業計画

【基本方針】

阪神・淡路大震災から１５年が経過しました。こ

の間も、各地で地震や台風、集中豪雨など、自然

災害が頻発し、大きな傷跡を残しております。

これら被災地の復旧・復興をはじめ、「安心・

安全なまちづくり」には、土木技術は欠かすこと

はできません。

その担い手である土木技術者は、様々な施工条

件のなかで、創意工夫を重ねながら技術力を発揮

し、重要な役割を果たしています。

しかし、若年層の土木離れが顕著になりつつあ

り、技術継承と技術者不足は深刻となっています。

ものづくりの素晴らしさに共感し、誇りを持っ

て働くことができる業界へと再生することが、次

世代を担う人材確保に大切であると考えます。

このようなことから、「土木」への理解促進を

図るため、「建設技術展示会」を昨年度に続いて

開催するほか、技術レベルに応じた講習会と各種

見学会を充実し、土木技術者のスキルアップの支

援に努めるなど、会員ニーズを反映した事業を実

施してまいります。
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収入の部 （単位：円）

勘定科目
２２年度予算額 ２１年度予算額 増 減

大 科 目

会 費 収 入 ３２，１４０，０００ ３１，９４０，０００ ２００，０００

入 会 金 収 入 ２００，０００ ３００，０００ △１００，０００

事 業 収 入 ３，０００，０００ ３，０００，０００ ０

雑 収 入 １００，０００ １００，０００ ０

当 期 収 入 合 計 � ３５，４４０，０００ ３５，３４０，０００ １００，０００

前期繰越収支差額 １５，９８０，０００ １６，５００，０００ △５２０，０００

収 入 合 計 � ５１，４２０，０００ ５１，８４０，０００ △４２０，０００

支出の部 （単位：円）

勘定科目
２２年度予算額 ２１年度予算額 増 減

大 科 目

事 業 費 ２７，０９０，０００ ２７，０４０，０００ ５０，０００

管 理 費 １０，３５０，０００ ７，３００，０００ ３，０５０，０００

引当預金支出 １，０００，０００ １，０００，０００ ０

積立預金支出 １，０００，０００ ２，０００，０００ △１，０００，０００

予 備 費 １，０００，０００ １，０００，０００ ０

当 期 支 出 合 計 � ４０，４４０，０００ ３８，３４０，０００ ２，１００，０００

当期収支差額�－� △
（注）

５，０００，０００ △３，０００，０００ △２，０００，０００

次期繰越収支差額�－� １０，９８０，０００ １３，５００，０００ △２，５２０，０００

（注）△５，０００，０００円となっていますが、積立預金支出や予備費など、
繰越金を財源とする支出を除けば、当期の収入と支出は同額で
あり、収支均衡予算を編成したこととなります。

［平成２２年度収支予算書］

【事業計画】

〈１〉技術力向上に関する支援事業

� 各種研修会・講習会の実施

� 若年技術者のための研修会

� 直前受験準備講習会

（１級土木施工管理技術検定学科試験）

� 基礎的な技能習得のための講習会

� 総合的な技能習得のための講習会

� 経営者向けの研修会

� 土木工事現場視察の実施

� 異業種他分野等各種施設の視察

〈２〉広報事業

� 「建設技術展示会」の共催

� 機関誌『DOBOKU技士会 東京』の発行

� 「会員名簿」の発行

� 土木施工管理に関する情報収集及び提供

〈３〉調査研究

� 事業運営に必要な各種調査の実施

〈４〉表 彰

� 優良技術者表彰の実施

� 各種表彰候補者の推薦

〈５〉連絡協議

� 関係行政機関・関係団体との連絡協議

〈６〉会 議

� 総 会

�定時総会／�臨時総会

� 理事会

� 監事会

〈７〉委員会

� 総務委員会

� 事業運営委員会

� 講習会グループ会議

� 現場視察グループ会議

� 情報・広報グループ会議
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水島会長 山木副会長
（兼総務委員会委員長）

坂本副会長
（兼事業運営委員会委員長）

［役員名簿］ （敬称略）

技士会役職 氏 名 会 社 名 技士会役職 氏 名 会 社 名

会 長 水 島 久 尾 大豊建設株式会社 理 事 中 込 康 博 飛島建設株式会社

副 会 長 山 木 昇 戸田建設株式会社 〃 石 原 俊 英 株式会社ナカノフドー建設

〃 坂 本 眞 清水建設株式会社 〃 � 嶋 章 光 西松建設株式会社

理 事 中 川 博 安藤建設株式会社 〃 伊 藤 政 則 日本道路株式会社

〃 � 橋 健 次 オリエンタル白石株式会社 〃 肥 後 満 朗 株式会社間組

〃 茅 野 正 恭 鹿島建設株式会社 〃 林 清 一 林建設株式会社

〃 加 藤 岩 男 株木建設株式会社 〃 金 子 賜 株式会社フジタ

〃 石 垣 和 男 株式会社熊谷組 〃 川 村 康 宏 前田建設工業株式会社

〃 原 田 泰 明 五洋建設株式会社 〃 新 井 英 雄 三井住友建設株式会社

〃 永 島 俊 之 坂田建設株式会社 〃 立 川 忠 道 個人会員

〃 関 戸 知 志 佐藤工業株式会社 監 事 松 山 � 久 白岩工業株式会社

〃 田 村 寿 夫 大成建設株式会社 〃 月 元 伸 吾 三井住建道路株式会社

〃 臼田總一郎 東急建設株式会社 常 務 理 事 糸 川 哲 雄 東京土木施工管理技士会

〃 浜 辺 修 一 東洋建設株式会社
【平成２２年５月１８日現在】

新役員（任期満了により選任された方々）

この度の定時総会において、副会長兼総務委員会委員長にご就任いただいておりました戸田建設の

香西 慧 様が退任されました。これまでのご功績に対し、敬意を表するとともに、心から感謝申し上

げます。


